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６
月
定
例
会
で
は
、
８
件
の

意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
要
旨
と
議
決
結
果
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※

意
見
書
・
決
議
の

詳
細
は
、
石
垣

市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
児
童
・
生

徒（
学
生
）の
健
康
と
学
習
権

が
守
ら
れ
る
た
め
に
生
理

用
品
の
配
布
と
相
談
環
境

の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
児
童
・
生

徒（
学
生
）の
健
康
と
学
習
権

が
守
ら
れ
る
た
め
に
生
理

用
品
の
配
布
と
相
談
環
境

の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

要
旨

　

こ
ど
も
医
療
制
度
の
改
善
を
安

定
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、「
現
物

給
付
に
対
す
る
国
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
」

全
廃
及
び
「

18
歳
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
」
を
国
の
制
度
と
し
て
早

期
実
現
を
国
に
求
め
ま
す
。

　
　
　
　
　

記　

　

１　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制

度
を
現
物
給
付
実
施
す
る
市
町
村

の
国
民
健
康
保
険
国
庫
補
助
金
削

減
は
少
子
化
対
策
に
逆
行
す
る
も

の
で
あ
り
、直
ち
に
全
廃
す
る
こ
と
。

「
現
物
給
付
」へ
の
国
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
全
廃
及
び
18
歳
ま
で

こ
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

「
現
物
給
付
」へ
の
国
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
全
廃
及
び
18
歳
ま
で

こ
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

長
浜　

信
夫

（
結
果
）
賛
成
多
数
で
可
決

提
出
者　

井
上
美
智
子

〇
提
出
先　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

陸
自
配
備
に
伴
う

 

伐
採
計
画
の
調
査
を
　

　
　
　  

求
め
る
決
議

陸
自
配
備
に
伴
う

 

伐
採
計
画
の
調
査
を
　

　
　
　  

求
め
る
決
議

提
出
者　

宮
良　

操

要
旨

　

石
垣
市
平
得
大
俣
へ
の
陸
上
自

衛
隊
配
備
に
伴
い
、
予
定
地
で
伐

採
を
行
う
た
め
、
沖
縄
防
衛
局
側

か
ら
石
垣
市
へ
提
出
さ
れ
た
書
類

に
疑
義
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
石
垣

市
は
関
連
書
類
の
精
査
を
行
い
、

専
門
家
と
と
も
に
独
自
の
調
査
を

実
施
し
早
急
に
現
状
把
握
す
る
こ

と
や
、
沖
縄
防
衛
局
に
対
し
、
専

門
家
を
含
め
た
慎
重
な
再
調
査
を

申
し
入
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
。　
　
　
　
　
　

〇
提
出
先　

石
垣
市
長

　

【石垣市議会ＨＰ】

〇
提
出
先　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

　

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

要
旨

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
い
雇
用
状
況
が
悪
化
す

る
な
か
、
世
帯
の
収
入
が
減
少
し

て
い
る
家
庭
の
児
童
・
生
徒
・
学

生
の
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
を
保

障
・
整
備
さ
れ
る
た
め
に
以
下
の

こ
と
を
要
請
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

記　

　

１　

児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て

通
学
で
き
、
健
康
で
衛
生
的
な
生

活
を
保
障
す
る
た
め
に
学
校
施
設

の
女
子
ト
イ
レ
個
室
に
適
切
な
返

却
不
要
の
生
理
用
品
を
設
置
す
る

こ
と
。

※

全
４
項
目

　

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

〇
提
出
先　

沖
縄
県
知
事

要
旨

　

令
和
元
年
12
月
沖
縄
県
議
会
に

お
い
て
「
沖
縄
県
病
院
事
業
の
施

設
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

す
る
条
例
」
が
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
、
条
例
改
正
に
よ
り
、
令
和

３
年
４
月
１
日
か
ら
県
立
病
院
に

お
け
る
分
娩
介
助
料
の
値
上
げ
さ

れ
て
い
る
。

県
立
病
院
に
お
け
る
分
娩

介
助
料
の
値
上
げ
に
伴
う

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
求

め
る
意
見
書

提
出
者　

東
内
原
と
も
子

中
華
人
民
共
和
国
に
お
け

る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す

る
意
見
書

中
華
人
民
共
和
国
に
お
け

る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す

る
意
見
書

要
旨

　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
の

中
華
人
民
共
和
国
当
局
に
よ
る

大
規
模
な
人
権
侵
害
や
弾
圧
、

強
制
労
働
に
対
し
、
国
際
社
会

は
深
刻
な
懸
念
を
相
次
い
で
表

明
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
、
先
の
国
会
で
は
中
華
人
民

共
和
国
を
念
頭
に
非
難
決
議
案

採
択
に
向
け
て
の
動
き
が
あ
っ

た
が
、
国
会
決
議
の
全
会
一
致

提
出
者　

砥
板　

芳
行

　

〇
提
出
先　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房

長
官
、
外
務
大
臣

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

※

全
２
項
目

　

県
は
、
条
例
改
正
の
理
由
を
病

院
事
業
の
経
営
改
善
、
安
定
化
や
、

県
内
民
間
医
療
機
関
と
の
均
衡
を

考
慮
す
る
と
し
て
い
る
。

　

条
例
施
行
後
の
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
雇

用
状
況
が
悪
化
等
で
、
生
活
が
困

窮
し
て
い
る
家
庭
が
増
え
て
い
る
。

経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
子
育
て
世

代
に
負
担
が
生
じ
る
状
態
は
直
ち

に
改
善
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
県
に
お
い
て
は
、
子
育

て
世
代
が
安
心
し
て
出
産
で
き
、

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ

う
に
早
急
に
支
援
策
を
講
じ
る
こ

と
を
要
請
す
る
。

の
原
則
に
よ
る
調
整
が
図
ら
れ

ず
次
期
国
会
へ
見
送
ら
れ
た
。

　　

よ
っ
て
当
市
議
会
は
、
中
華

人
民
共
和
国
に
お
け
る
人
権
侵

害
問
題
に
対
し
、
政
府
は
各
国

政
府
や
国
際
機
関
と
連
携
し
て

情
報
共
有
、
実
態
調
査
と
人
権

侵
害
の
改
善
に
取
り
組
む
事
を

強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
国
権

の
最
高
機
関
で
あ
る
国
会
に
お

い
て
同
問
題
に
対
し
て
国
家
と

し
て
明
確
な
意
思
を
示
す
こ
と

を
求
め
る
。

石
垣
市
へ
の
ゴ
ル
フ
場

付
き
リ
ゾ
ー
ト
施
設
整

備
に
関
す
る
意
見
書

石
垣
市
へ
の
ゴ
ル
フ
場

付
き
リ
ゾ
ー
ト
施
設
整

備
に
関
す
る
意
見
書

要
旨

　

新
石
垣
空
港
の
建
設
に
伴
い
、

ロ
ン
グ
コ
ー
ス
を
有
し
た
石
垣

島
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
が
閉
鎖
さ
れ

た
。
当
時
か
ら
ゴ
ル
フ
場
建
設

を
求
め
る
声
が
あ
る
が
、
未
だ

に
実
現
し
て
い
な
い
。

　

当
市
は
沖
縄
県
と
協
力
し
、

地
域
未
来
投
資
促
進
法
を
活
用

し
た
ゴ
ル
フ
場
を
含
む
リ
ゾ
ー

ト
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整

備
を
促
進
す
る
た
め
同
法
に
基

提
出
者　

長
山　

家
康


